




On Visualization of the deep basic ability of students by using 
characteristic vectors





























































































































































































































































































0 ≤ t ≤ 1 である。








8 t2－ · · ·
となる。定数項以外の係数は負より，一次近似が最
も良い下限を与えるので，f（t）≒1−12 t と一次近似
で調べる。0 ≤ t ≤ 1 より，12 ≤ f（t）≤ 1 であるので，
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a と x のなす平行四辺形の面積を y とする。また，
a と x のなす角をθとする。このとき，
y＝｜a｜・｜x｜sinθ＝｜a｜・｜x｜ 1－cos2θ







　特に，a＝（1，1，1，1）と取ると，a・x ＝ x から，
y2＋x2＝｜2x｜2より，次の命題が成立する。
長さが同じ点（x，y）は同一円周上にある。
　前の節から，｜2x｜の取りうる範囲は，x ≤ ｜2x｜ ≤ 
2x である。これから，0 ≤ y2 ≤ 3x2となる。y ≥ 0 よ
り，これは 0 ≤ y ≤ 3xを意味する。
　（思考，理解，判断，計算力）からなる特性ベク





　x の長さを，y ＝｜x｜＝ x12+x22+x32+x42 としたと
き， 12 x ≤ y ≤ xである。
【代数的証明】
　まず，正の数 a，b に対し次の不等式を示す。
b.aa+ba + b2 ≤ ≤ +
　実際， aba（ + b）2=a+b+2 ≤ 2（a+b）より
a+ba + b2 ≤ である。
　また，a+b ≤ = a（ + b）2aba+b+2 より，












≤ x12+x22 + x32+x42
≤（x1+x2）+（x3+x4）=x.




























j =i＋12 xi xj











































　cosθ＝ 1 a・x｜x｜｜a｜ かつ前の節の不等式 
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2 ≤ cosθ≤ 1 となり，
0 ≤θ≤ π3 がわかる。
　次に，a・x の最小値，最大値を各々α，βとす











































実際は殆ど y＝12 x の周辺にある。これは興味ある
結果である。特性ベクトルを考えることは，教科・
科目での得点を成分として作った教科・科目の特性
ベクトルとは明らかに違う性質を示唆しているから
である。各問に対して複数の特性が含まれており，
各問に対して複数のラベルを与えているため，この
ような現象が起きていると思われる。上記のように
理由を推測できるが，正確になぜこのような現象が
起きるのかは，より深い考察が必要であると思われ
る。
　いずれにしても，特性ベクトルでは，素点と長さ
は 12 倍を無視して同一視して良いという，通常で
は起こらない特徴を有している。このことは，特性
24
による実証的検証」の補助を受けたものである。
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